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　一般社団法人日本二輪車普及安全協会（日本二

普協）は６月11日、東京・千代田区のアルカディ

ア市ヶ谷で「平成26年度定時総会」を開催した。

　総会では、平成25年度事業報告及び決算、平

成26年度事業計画及び収支予算、任期満了に伴

う役員の選出について審議・承認した。

　平成26年度の事業計画では、①二輪車安全運

転普及活動の推進、②二輪車防犯活動の推進、③

二輪車の利用環境の改善、④二輪車の流通環境の

整備推進、⑤二輪車の楽しさを訴求する各種イベ

ントの開催等、⑥モーターサイクルスポーツの普

及促進、⑦広報活動の推進、の７点を基本的な柱

と定め、各種施策を推進することとした。

　また、任期満了による役員の改選では、福井威

夫会長の再任が承認された。

日本二普協、平成26年度定時総会を開催
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　本日は、定時総会を開催しましたところ、ご多忙中
にもかかわらずご出席をいただき、ありがとうござい
ます。また、皆様には、平素から協会の事業運営並び
に諸活動に対しまして多大なるご理解とご支援、ご協
力を賜っておりますことに、この機会をお借りしまし
て厚くお礼を申し上げます。
　開会に当り、一言ご挨拶をさせていただきます。
　昨年10月の組織統合後、既に８か月余が過ぎ、また、
新年度に入り２か月余が経過したところでありますが、
皆様方はじめ関係各位のご協力をいただき、円滑で順
調な組織運営、事業推進を図ることができております
ことをご報告し、改めて、皆様に御礼を申し上げます。
　新年度は、組織統合の趣旨に沿って、統合前の各団
体がこれまで実施してきた全事業を引き続き実施する
こととしておりますが、各事業の実施に当りましては
組織的連携、協調のもとに効率的、効果的に事業運営
を進め、事業経費の削減に努めることとしております
ほか、中期業務計画を策定いたしまして、来年度以降

　皆様こんにちは。ただいまご紹介をいただきました
警察庁で交通局長をしております倉田でございます。
日本二輪車普及安全協会の平成26年度の定時総会が、
無事、盛大に終わりましたことを心よりお祝い申し上
げます。
　一言ご挨拶を申し上げます。
　まずは、ご臨席の皆様方には、警察行政各般に渡り
まして、とりわけ交通行政につきまして、大変ご協力
を賜っておりますことに厚く御礼申し上げます。
　特に昨年からは、新組織による活動をスタートされ
まして、二輪車の交通安全と防犯対策の両面に渡りま
して、多大なるご尽力を賜っております。この場をお
借りしまして、改めて御礼を申し上げます。
　ただいま、二輪車の交通安全とグッドライダー防犯
登録制度の普及促進に多大の貢献をされましたご功績
により、栄えある表彰を受けられました広島県、沖縄
県をはじめ、各県の二輪車普及安全協会の皆様には、
心よりお祝い申し上げます。
　さて、ご案内の通り、最近の交通事故情勢でござい
ますが、昨年、平成25年中の交通事故死者数は4,373

の業務を計画的に推進し、組織統合を行った成果をよ
り大きなものとしていくよう努めていくこととしてお
ります。
　また、「2020年までに新車販売100万台」の実現に向
け、二輪車関係団体および地方自治体が協働してとり
まとめました「二輪車産業政策ロードマップ」が先般
公表されましたが、当協会としてはこれに賛同し、そ
の行動計画にある「安全運転啓発・教育」等の事業を
推進し、二輪車ユーザーの安全と防犯の確保とともに、
二輪車の利用促進のための諸活動を一層強化して、二
輪車の安全と利用の輪が大きく広がるよう努めてまい
ることとしております。皆様のより一層のご支援、ご
協力を賜りますようお願い申し上げます。
　本日の会議では、平成25年度事業報告及び同決算、
今年が改選時期になっております役員の選任、平成26
年度事業計画及び同収支予算について、お諮りするこ
ととしております。
　ご審議をよろしくお願い申し上げます。

人で、13年連続の減少となりました。負傷者数、交通
事故件数も９年連続で減少しているところでございま
すが、昨今は、事故は減ってもなかなか死者数が減り
にくい時代に入っております。それと申しますのも、
やはり社会全体が高齢化していることが響いておりま
して、二輪車に関して申し上げますと、二輪車事故全
体の死者は760人ということで、これも13年連続で減
少しているところでございますが、原付乗車中の死者
数のうち、65歳以上の高齢運転者が半数近くを占めて
いるという状況もございます。
　こうしたことを踏まえまして、警察といたしまして
は、引き続き高齢者への対策をはじめ、一層の交通事
故抑止対策について、しっかりと事故情勢を分析して
効果的な手を打つということを、いろいろな方々と連
携しながらやっていきたいと考えております。
　申すまでもなく、交通安全活動は、警察だけではな
く社会の様々な方々と連携しながらの作業と考えてお
ります。皆様方におかれましては、グッドライダーミ
ーティングなど各種安全運転普及活動などの機会を通
じまして、二輪車の交通事故防止に積極的に取り組ん
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　日本自動車工業会　二輪車特別委員会　二輪車企画
部会　部会長を努めております、ヤマハ発動機の世古
と申します。
　本日は、日本二輪車普及安全協会の、昨年10月に組
織が統合されてから初めての定時総会ということでご
ざいましたが、これから益々、協会や組織の活動が強
化されていくものと期待しております。
　先ほど福井会長から、二輪車産業政策ロードマップ
という話がございました。実は5月16日にマスコミ発
表をしております。
　このロードマップにつきまして、皆様方の関係する
ところを少しご紹介し、そしてご依頼を申し上げたい
と思います。
　この二輪車の産業政策ロードマップは、2020年をゴ
ールとしておりまして、国内につきましては新車販売
を100万台まで増やしていこうという非常に高い目標
を設定しております。官民一体で達成に向けて具体的
な施策を展開していくというものです。
　このロードマップの政策課題の第一番に置いていま
すのが「安全・安心な二輪車の醸成」というものです。
これを達成するための三つの実行施策としまして、「安
全運転の啓発と教育」「信頼される販売店づくり」「グ

でいただいております。大変ありがたいことと思って
おります。引き続き交通事故の防止に格段のご理解と
ご協力を賜ればと思っております。

　全日本交通安全協会の塩田と申します。よろしくお
願いいたします。
　本日は日本二輪車普及安全協会の定時総会が盛会裡
に行われましたこと、そしてその席で表彰されました
各県二普協の皆様方、本当におめでとうございます。
これからも諸活動に頑張っていただきたいと思ってお
ります。
　私も総会で当協会の中澤の後任ということで理事に
選ばれました。さほどの力はありませんが、日本二普
協の活動がより活発になるよう、少しでも手助けがで
きればと考えております。

ッドライダーの喚起と育成」を取り上げております。
　こうした活動は、メーカーや販売店、そして関連す
る二輪車業界の方々が一致団結して展開していくこと
で、二輪車の事故が減少し、「二輪車が社会に有用な乗
り物であり、ぜひ普及させていくべきである」という
社会的な評価を劇的に高めていくということを第一番
に考えてのものです。
　すでに日本二普協さんを中心に、今年の春から「ジ
ャパンライダーズ宣言」をマナーアップ活動の一環と
してスタートしております。
　それから、日本自動車工業会では、現在製作中の原
付スクーターのセーフティーライディング動画がまも
なく完成し、DVDやYouTubeで広く安全運転を発信
していこうと考えています。
　このような安全運転の啓発活動を、今後は二輪車の
業界団体が本当に一致団結して取り組んで参りたいと
思っておりますので、日本二普協さんをはじめ、警察
関係者、皆様の一層のご支援、ご協力を賜りたいと思
っております。
　最後になりますが、ご出席の皆様方の益々のご活躍
とご健勝を祈念いたしまして、私からの挨拶とさせて
いただきます。

　最後になりましたが、協会の益々のご発展とご列席
の皆様方の益々のご健勝を祈念いたしまして、ご挨拶
に代えさせていただきます。

　さて、当協会は二輪車安全運転推進委員会を持って
おります。その関係で、二輪車の安全運転全国大会や
特別指導員の養成講習会等を行っています。日本二普
協の皆様方にはこれらの活動を通じ本当に色々とお世
話になっております。
　これからも連携しながら交通安全活動を頑張ってい
きたいと思っております。今後とも、よろしくお願い
申し上げますます。
　日本二普協のこれからの益々のご発展と、ご参会の
皆様方の益々のご多幸、ご健勝を祈念し、私の挨拶と
いたします。
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　定時総会時に行われる「活動優秀県」に対する表彰。
平成25年度は、特に優秀な実績を収めた広島・沖縄の
両県に対して、警察庁交通局長・生活安全局長・日本
二普協会長の三者連名による表彰が行われた。
　また、これに準ずる実績を収めた札幌・群馬・山梨・
福井・和歌山の５地区・県に日本二輪車普及安全協会
会長賞が授与された。
　表彰式では、三者連名の表彰状を倉田警察庁交通局
長が広島・沖縄両県に授与するとともに、会長賞を福
井会長が授与した。

　最後に受賞県を代表して、広島県二輪車普及安全協
会の高野邦彦会長が謝辞を述べた。

－４－

　ただいま、栄えある受賞をいただき誠にありが
とうございます。本日表彰をいただきました各都
府県地区二輪車普及安全協会を代表しまして、お
礼の言葉を申し上げます。
　私どもは日頃より、お客様に対する安心・安全、
そして二輪車を取り巻く環境の向上に取り組んで
おります。グッドライダー防犯登録制度の普及、
グッドライダーミーティングの開催に関しまして
は、警察本部のご指導を賜り、私どもの最も重要
な責務として推進しているところでございます。
　今回の受賞を機に、グッドライダー防犯登録制
度の普及促進、グッドライダーミーティングのさ
らなる充実に一層努めてまいります。
　さらに、二輪車盗難照会システムの加入促進、

駐車場や公正な取引環境の整備を図り、本日の受
賞に恥じない成果をもってお応えしたいと考えて
おります。
　警察庁をはじめ、関係各位の今まで以上のご指
導、ご鞭撻をいただきますようお願い申し上げま
すとともに、本日ご臨席いただいておりますすべ
ての皆様方の益々のご健勝とご発展を祈念いたし
まして、感謝の言葉とさせていただきます。
　本日は誠にありがとうございます。

左から高野会長（広島）、宮城事務局長（沖縄）、西山会長（札幌）、曾根会長（群馬）、荻原会長（山梨）、稲垣事務局長（福井）、小筆会長（和歌山）
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１　二輪車安全運転普及活動

⑴　店頭個別安全指導活動の推進 
　・「バイクの安全な乗り方」のチラシ、冊子等を作成、

配布し、グッドライダー宣言に沿った安全指導の
徹底を図った。

　・二輪車販売店に、二輪車安全運転指導員審査の実
施について情報発信、同指導員在籍店の拡大に努
めた。新規指導員となった販売店関係者は25人で
あった。

⑵　各種安全運転講習会の開催
　ア　Gミーティング
　　ア　44都道府県で99回

開 催、 受 講 者 数 は
3,700人。 荒 天 中 止
により前年比較４回
減少、受講者数108
人減少。レディスは千葉県に加え、東京都、大
阪府で開催。

　　イ　参加者募集のための統一ポスター、チラシを
作成し、各支所へ配布。

　　ウ　販売店店頭、ホームページ、普及協ニュース、
業務運営委員会、安全部会等において、全国の
実施状況の情報を提供。

　　エ　都道府県警察（322人、白バイ196台）及び都
道府県交通安全協会（都道府県二輪車安全運転
推進委員会、149人）と連携し、協力を得て実
施した。

　　オ　要請に基づき、近畿合同（14人）、広島県（14
人）及び高知県（5人）で開催された指導員研
修会に講師を派遣。

　　カ　全国統一の受講者アンケートを実施。全国96
会場、2,995人の回答を集計分析し、各支所へ
フィードバックした。

　イ　高校生を対象とした安全運転講習
　　　27県、240校において221回開催し、受講者数は

実技7,840人、座学10,629人。県の指導員692人が
指導に当たった。

　　　また、一般社団法人日本自動車工業会（以下自
工会）との合同プロジェクトで、各支所に対し「高

校原付安全教育に関するアンケート」を実施、活
動の実態等状況の把握を行い、課題の整理を図っ
た。

　ウ　その他の安全運転講習への協力、支援
　　　都道府県警察や都道府県交通安全協会等が主催

する各種安全運転講習に後援、協力。26都道府県
で400回、受講者数は8,678人であった。

⑶　免許取得支援活動の推進
　ア　ホームページで、原付免許受験に役立つ「バイ

クと法令」「原付と安全運転」（警察庁監修）及び
「原付試験問題集」を紹介。

　イ　ホームページ上において、「原付免許試験問題に
チャレンジ」（通称、

「ゲンチャレ」）サイ
トの活用促進を図っ
た。チャレンジ数は、
979,269人。 年 齢 別
では、16歳から20歳
の若年層が７割とい
う状況であった。

ウ　実際に二輪車を運
　　転する際における

　　注意点、配意点を分かり易く解説した、ゲンチャ
　　レの実技編サイトを新規に立ち上げた。
　エ　ゲンチャレへの訪問者が、原付免許受験に役立

つ教材を近隣二輪車販売店から購入できるシステ
ムの周知を図った。３月末現在の教本販売取扱店
は870店。

⑷　第38回二輪車安全運転推進運動の実施
　・秋の全国交通安全運動

の時期にあわせ、「交通
ルール・マナーアップ
を重点とした安全運転
の指導」を重点項目と
して、街頭点検指導を
はじめ安全運転講習会
等の活動を展開した。

　・ヘルメットの正しい
着用とプロテクター

平成25年度事業報告
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着用の重要性を訴えたポスター12,800枚、バイク
の安全な乗り方の小冊子37,000部、安全防犯チラ
シ132,000枚、点検チェックカード1,900枚を作成、
配付。

　・街頭点検の実施回数は50回、点検指導台数は
2,119台、各種安全運転講習会の実施回数は105回、
受講者数は2,743人であった。

⑸　関係機関との連携・協力
　ア　第46回二輪車安全運転全国大会への協力、支援
　　　47都道府県、185人の選手が参加。後援団体と

して大会の実施、運営に参画し、各クラス個人優
勝選手４人に、ボディプロテクター付ジャケット
などを贈呈した。

　イ  二推が実施する特別指導員・指導員の審査及び
研修への協力

　　　特別指導員中央研修会２回、特別指導員養成講
習会及び特別指導員審査に講師を派遣した。また、
都府県地区二普協は県二推が行う指導員審査に協
力した。

　　　新たな資格認定者は、特別指導員29人、指導員
162人の計191人。平成25年12月末現在の総数は、
特別指導員2,167人、指導員6,816人の合計8,983人
となっている。

　ウ　関連団体イベントへの参画
　　　東京モーターサイク

ルショー、交通安全。
アクション2013（自動
車会議所主催）に参画
し、ゲンチャレ簡易版

（イージートライ）の
体験、ライディングシミュレーターにより安全運
転の普及を図った。

２　二輪車防犯活動

⑴　G防犯登録の普及促進
　ア　登録状況
　　　新車、中古車あわせて

297,043件で、前年度比
6,350件増加した。

　イ　登録加入促進状況
　　ア　銘柄別、都道府県別

に新車に対する計画を
策定し、G防部会員（各
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販社担当者）を通じて、加入促進活動を要請。
　　イ　ホームページにおける広報のほか、加入促進

チラシをイベント会場において配布しPRを行
った。

　　ウ　国内４メーカーの販社及び都府県地区二普協
に情報を提供と加入促進活動の要請を行った。

　　エ　G防犯登録実績がない販売店に対し、登録へ
の積極的な取組みを依頼。

　ウ　G防犯登録有効期間の延長
　　　平成26年１月１日の新規登録者から登録有効期

間を従前の７年から10年へ延長した。昨年末まで
の登録者は、登録有効期間内又は有効期間満了後
１年以内に延長申請手続をすれば10年に延長でき
ることとした。

　エ　G防犯登録実績表彰の実施
　　ア　G防犯登録実績優秀（優良）都府県地区支所

表彰
　　　　活動実績優秀県表彰として、山梨県、福島県

二輪車安全普及協会（現二輪車普及安全協会）
に警察庁交通局長、同生活安全局長及び当協会
会長の３者連名表彰を、神奈川県、広島県、島
根県、愛媛県二輪車安全普及協会（現二輪車普
及安全協会）に会長表彰を授与した。

　　イ　G防犯登録制度推進優良販売店・優良地域団
体表彰

　　　　G防犯登録制度の推進に多大の貢献があった
137のG防犯登録制度推進優良販売店及び二輪
車の安全普及と防犯活動の推進に多大の貢献が
あった40の優良地域団体に協会長賞を授与し
た。

⑵　二輪車盗難照会システムの普及促進
　ア　加盟店数及び照会実施状況
　　　平成26年３月末における加盟店数は、3,071店

で、昨年度の照会件数は、1,307,233件だった。
平成17年８月の運用開始以降の累計照会件数は
7,886,434件となっている。

　イ　システムの普及促進状況
　　　新規加入は70店であった。
⑶　業務実施に伴う個人情報の保護の徹底
　　取扱う個人情報について、保護の徹底を期すため

管理を厳正にし、G防情報入力に関する留意事項に
ついての指導を行った。
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　　ア　サイトの認知度・利用頻度を高め、ユーザー
の駐車場利用促進とマナーアップを図った。ア
クセス数は平成25年度中809,218件となり、前
年度比で11％の増加となった。

　　イ　東京都および公益財団法人東京都道路整備保
全公社（以下保全公社）、横浜市の協力を得て、
サイトのPRを行い駐車場利用促進活動を実施
した。

　　ウ　４銘柄を通じて、販売店に保全公社発行の
「都内オートバイ駐車場MAP」を約6,000部配
布した。

　　エ　サイトについて、販売店の認知度向上と販売
店に来店するお客様へ案内してもらうための活
動を実施した。

　　 オ　 本 田 技 研 工 業 株 式 会 社 の「Honda Moto 
LINC」、ヤマハ発動機株式会社の「つながるバ
イクアプリ」に対し、データを提供し、平成25
年３月よりサービスが開始された。

　　カ　スマートフォンでの閲覧がより見やすくなる
ようリニューアルを行った。

⑵　二輪車通行規制区間解除への取り組み
　　全国の二輪車通行規制区間情報を警視庁、各県警

本部へ問い合わせを行い、ホームページに情報を掲
載した。

４　二輪車の流通環境の整備促進

⑴　公正な取引の推進
　ア　自動車公正取引協議会に未加入の二輪販売事業

者に対し会員加入促進を図った。
　　　平成25年度新規入会法人数は43社。退会109社。

期首加入法人数5,319社に対して期末加入法人数
は5,253社（四輪・二輪併売店含む）となり前年
比66社の減。

　イ　「二輪車公正競争規約」の普及定着化に向け
チェック・アドバイス活動を全国の公取協会員
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３　二輪車の利用環境の改善

⑴　二輪車の駐車環境改善の促進とユーザーの駐車場
利用啓発

　ア　行政への働きかけ
　　ア　国土交通省、経済産業省、警察庁等に、自治

体の駐車場関連条例改正の働きかけ継続と、駐
車場整備助成制度の拡充を求めた。

　　イ　新宿区、大阪市等の自治体に対し、駐車場関
連条例の改正と駐車場整備拡充を求めた。

　　ウ　警視庁等の都道府県警察に対し、二輪車の駐
車問題、課題解決について、情報共有を図った。

　イ　駐車場関連団体・民間駐車場事業者への働きか
け

　　ア　一般社団法人全日本駐車協会を通じて、「全国
バイク駐車場案内」サイトの告知と駐車場整備
に関連する情報発信と収集を行った。

　　イ　駐車場業界誌「PARKING」「パーキングプ
レス」に、サイトの紹介を掲載し、事業者が保
有する二輪車駐車場情報の提供を依頼した。

　　　　昨年度末の二輪車駐車場は、駐輪場（自動二
輪受け入れ）を含め3,131場で前年同期比520場、
20％の増加となり、収容台数は71,554台で前年
同期比6,716台、10％の増加。※二輪車駐車場は

「全国バイク駐車場案内」サイト（平成25年12
月末現在）および国土交通省「自動車駐車場年
報」（平成24年３月末現在）を合算したもので
ある。

　ウ　二輪車駐車場の実態調査
　　　経済産業省と協力し、ユーザーからの要望が多

い駅周辺や都内ターミナル駅の駐車場実態調査を
行った。

　エ　ユーザーの駐車場利用啓発
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⑷　バイク・ラブ・フォーラムへの参画
　　経済産業省主導のもと

９月２日に開催された
「バイク・ラブ・フォー
ラムin鈴鹿」に主催団体
の一つとして参加した。

５　二輪車の楽しさを訴求する各種イベントの開催等

⑴　バイク月間
　　７月から９月までの３ヶ月間をバイク月間に指定

し、期間中「交通安全」と「バイクの楽しさ」をテ
ーマに活動した。

　ア　バイクの日中央イベ
ント「スマイル・オン
2013」

　　　バイクの日（８月19
日）に中央イベントを
東京都のお台場・青
海J地区特設会場で開催し
た。「バイクのマナー意識向
上」や「バイクを取り巻く
環境」について考えるステージを展開。また、ク
イーンスターズ（警視庁女性白バイ隊）のデモ走
行やスケアードストレート（交通事故再現）の実
演による交通安全教育、トライアルデモ等を実施。
来場者は919人であった。

　　　また、内閣府の働きかけにより、警視庁、埼玉、
兵庫及び静岡県警の道路電光掲示板に「バイクの
日」を掲示。

　イ　バイク月間の主なイベント
 　　　別表のとおり。
　ウ　バイク月間　広報活動
　　ア　バイク月間2013スペシャルサイト
　　　　バイク月間中、全国各地で開催されるイベン

トを一括して検索出来る専用サイトを開設し
た。

　　　　アクセス数は、バイク月間期間中（３ヶ月間）
で18,367件、４月１
日～３月31日の年度

（ １年 間 ） で33,923
件となった。

　　イ　その他の広報
　　　　『新聞』『専門誌』

－８－
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4,023店に対して実施した。
　ウ　適正表示推進委員会の事務局を担うとともに、

事前協議し今後の課題認識や情報の共有を行っ
た。

⑵　二輪品質評価者(品質査定士)制度の普及
　　「二輪品質評価者(品質査定士)制度」を普及促進す

るために、各地のオートバイ事業協同組合と地区事
務取扱所が連携し、４販社およびオートバイ事業協
同組合の認定トレーナーに協力を得て、二輪品質評
価者講習会を全国72会場で開催した。

　　平成25年度以降の新たな３年間の開催方法及び講
習内容について検討を実施、より実際の評価実施方
法に重点を置いた講習内容に変更した。

　　更新2,623人、新規552人、合計3,175人が受講、有
効資格者は全国で6,284人になった。また、公取協
会員の品質評価者在籍率は全国で68.8％から72.0％
と3.2ポイント向上した。※品質評価者在籍率は法人
数にて算出。

⑶　平成25年度 陸運関係功労者及び従事者表彰
　　二輪車業界に長年貢献された方を業界の代表とし

て推薦を行った。窓口初年となる平成25年度は、推
薦の結果、功労者表彰が101人、従事者表彰が23人
受賞した。

功労者表彰　東京 功労者表彰　長野
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『Webサイト』にてバイク月間に関連する記事
を掲載し、社会的認知向上を図った。（別表のと
おり）

６　モーターサイクルスポーツの普及促進

　支所事務所に地区MFJ事務局を置き、MFJの各種公
認・承認競技会の一部運営を行い、全般の管理（カレ
ンダー、ランキング、主催者資格、大会申請窓口）を
行った。
　また、地区内の施設や公認クラブの確保を図るとと
もに、競技者や競技役員、指導者の養成に協力を行う
など、地域に根差した活動を推進した。
７　広報活動の推進

　タイムリーな広報活動をするため、情報発信機能の

強化に取組んだ。
⑴　社会への情報発信
　　専用のニュースリリース配信ウェブシステムを活

用し、各種報道機関への情報発信を行うと共に、メ
ールマガジンを配信し、タイムリーな情報発信とパ
ブリシティーの拡大に繋げた。

⑵　ユーザーへの情報発信
　　旧全国二普協ホームページと旧NMCAホームペ

ージを統合し、新たなウェブサイトとして立ち上げ、
ユーザーへの情報発信を行った。

⑶　会員販売店への情報発信
　　販売店3,438店へ、メールマガジンを発信し販売

店の業界参画意識向上を図った。
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第１　二輪車安全運転普及活動の推進

　二輪車利用者の安全を確保し、二輪車販売店、関係
機関、団体と連携を図りながら次の諸活動を積極的に
推進する。
１　店頭個別安全指導活動の推進
⑴　安全運転指導のポイントを記述した資料等を作

成、配布。
⑵　グッドライダー宣言に沿った安全指導を徹底す

る。
⑶　二輪車安全運転指導員資格の取得の促進。
２　各種安全運転講習会の開催
⑴　グッドライダーミーテ
ィングの積極的な開催
　ア　中止を想定し予備日

を設けるなどして全県
で計115回の開催を図
る。

　イ　ホームページで情報
発信するとともに、販売店店頭でポスター、チラ
シ等によりPRを行う。

　ウ　警察庁及び各都道府県警察との緊密な連携と協
力依頼。

　エ　指導員研修会の開催。
　オ　全国統一アンケートによる実施要領の改善。
⑵　高校生等を対象とした安全運転講習会の推進。
⑶　高齢者、女性に対する安全運転講習会の推進。
⑷　地域二普協が実施する安全運転講習会へ協力、支

援。
３　免許取得支援活動の推進
⑴　ホームページ、スマー

トフォン等を活用した免
許取得方法や教材等の情
報発信。

⑵　「原付試験問題にチャ
レンジ」サイト（通称：
ゲンチャレ）について、
実技編サイトを含め一層
の利用促進を図る。

⑶　「バイクと法令」「原付

と安全運転」(警察庁監修)の利用促進を図る。
４　二輪車安全運転推進運動の実施
⑴　街頭点検指導に併せて安全運転指導の実施。
⑵　「バイクの安全な乗り方」等を活用して店頭個別

安全指導の実施。
⑶　ヘルメットの正しい着用とプロテクター装着指導

の徹底。
⑷　ポスター、チラシ等を活用した広報啓発活動。
５　関係機関・団体との連携活動の推進
⑴　「交通安全アクション2014」に参画し、二輪車の

交通安全意識の高揚と啓発を図る。
　この他、関係機関・団体が行う各種交通安全運動及

び講習会・イベント等に参加、協力支援。
⑵　第47回二輪車安全運転全国大会、同県予選大会の

後援。
⑶　二輪車安全運転特別指導員・指導員の審査及び研

修会への協力。
６　ポスター、チラシ等の作成、配布
　　効果的な小冊子、ポスター、チラシ等を作成・配

布、安全運転のための広報活動の実施。
第２　二輪車防犯活動の推進

　グッドライダー防犯登録及び盗難照会システムの普
及促進を図り、盗難二輪車の早期発見と市場流通を防
止し、被害回復及び二次犯罪の防止を図る。
１　グッドライダー防犯登録の加入促進
⑴　グッドライダー防犯登録計画の策定と達成。
⑵　警察、二輪車メーカー、卸販社等へ必要な協力要

請。
⑶　加入促進の為、パンフレット、チラシの作成、配
　付。
⑷　加入しやすく、より効果的制度となるよう、意見、

要望を吸い上げ、検討、改善を図る。
⑸　有効期間延長について、ホームページ、広報ポス

ター、チラシにより周知の徹底。現登録者の延長希
望申込みにも、配慮する。

⑹　加入促進の推進の為、リストアップした未稼働店
の訪問、案内状の送付を実施。

⑺　進捗状況の共有と、計画の推進を図る。
⑻　優秀な支所及び販売店に対し表彰を行う。

平成26年度事業計画
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⑼　警察庁、都道府県警察へ協力依頼。
２　二輪車盗難照会システムの利用促進
　システム未加入販売店等に対する加入推進。
３　個人情報保護の万全
第３　二輪車の利用環境の改善

１　二輪車の駐車場改善の促進とユーザーの駐車場利
用啓発

⑴　行政への働きかけ
　　日本自動車工業会と全国オートバイ協同組合連合

会と連携し、国土交通省・経済産業省・警察庁など
関係省庁及び都道府県警察・自治体に対しての働き
かけを継続して行う。

　ア　関係省庁に対しては、自治体の駐車関連条例の
改正と駐車場整備助成制度の拡充を求める働きか
けを行う。

　イ　自治体に対しては、条例改正をしていない主要
な自治体を訪問し、駐車場・駐輪場関連条例、駐
車場整備計画改正の働きかけを行うとともに路上
駐車場整備用地（国道等）の提供を求める。

　ウ　都道府県警察に連携強化の働きかけを行う。

⑵　駐車場関連団体・事業者への働きかけ
　ア　全日本駐車協会、日本パーキングビジネス協会、

立体駐車場工業会、日本プレハブ駐車場工業会な
ど駐車場関連団体と情報交換を行い、民間駐車場
事業者に二輪車駐車場整備への参入を働きかける
など二輪車駐車場整備への協力を求める。

　イ　駐車場業界誌「PARKING」「パーキングプレス」
などを活用し、「全国バイク駐車場案内」の訴求と
駐車場整備に関する情報発信を継続して行う。

２　二輪車通行規制区間のマップ化と利用者の要望収
集

　　現在把握している二輪車通行規制区間情報をマッ
プ化し、ホームページにて利用者に分かり易く情報
提供。なお、年度毎に各県警察本部へ当該情報の提
供を依頼し、最新情報への更新を行う。また、ホー
ムページより利用者の要望を取得し、警察庁、警視

庁、各県警に情報提供する。
３　二輪車の利用環境改善のために必要な情報収集
　　超小型モビリティやEV自動車の普及促進、自転

車対策など、将来の都市交通政策、道路　　政策の
動向に注視し、今後の二輪車の利用環境改善施策の
ために必要な情報収集を行う。

第４　二輪車の流通環境の整備推進

　関係団体との連携強化に
より、更なる「二輪車公正
競争規約」の普及促進を図
り二輪車の流通環境の整備
を推進する。
１　公正な二輪車取引の推

進
⑴　自動車公正取引協議会へ未加入の二輪販売事業者

へ会員化促進ツールなどで入会促進を継続し、「二輪
車公正競争規約」の遵守による適正表示活動を推進
する。

⑵　規約に基づく適正表示推進のため、４販社営業
「準規約指導員」の協力を得て「二輪車公正競争規
約」の普及定着化に向け公取協チェックアドバイス
活動に協力する。

⑶　会員店店頭のステッカー貼付により、二輪品質評
価者（品質査定士）在籍店であることをお客様へ
PRするとともに、公取協・二輪情報誌・会員店の
Webサイト上でのPR活動を展開し、より効果的な
広報活動を推進する。

２　二輪車品質評価者（品質査定士）制度の普及
　　二輪車ユーザーに安心と信頼を提供する品質査定

書、品質評価書の発行資格である「二輪品質評価
者（品質査定士）制度」の普及促進のため、関係団
体と協力して二輪車品質評価者講習会を全国で開催
し、信頼される販売環境づくりに寄与する。

３　自動車関係功労者大臣表彰
　　二輪車の販売意欲向上に繋がる自動車関係功労者

大臣表彰について、昨年度の経験を踏まえ、各運輸
局、運輸支局とコミュニケーションを密にし、二輪
車販売事業の振興に努めた販売店を選出し、表彰を
申請する。

第５　二輪車の楽しさを訴求する各種イベントの開催

等

　バイク月間中のイベントをはじめとする各種イベン

駐車場　川崎 駐車場　大阪
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トを開催または参画して、二輪車の楽しさを広く訴求
していく。
１　バイク月間
⑴　イベントの開催
　　バイク月間（７月～９月）において、「交通安全」

と「バイクの楽しさ」をテーマにして、８月19日の
バイクの日を中心に、交通安全パレード、ツーリン
グイベントを全８ブロックで実施する。

⑵　広報活動
　　スペシャルサイト

を開設し、全国各地
で 開 催 さ れ る ４銘
柄・関連団体及び当
協会のイベント情報
を掲載、一般紙、専門誌、Webサイトなどへバイク
情報が掲載されるよう、業界・メディアと連携した
展開を進め社会的認知向上に繋げる。

２　モーターサイクルショー
　　大阪モーターサイクルショーを開催するとともに

東京モーターサイクルショーへの協力を行い、団体
ブースに出展し協会事業の訴求活動を行う。

第６　モーターサイクルスポーツの普及促進

　日本モーターサイクルスポーツ協会（MFJ）なら
びに地区MFJとの連携強化により、支所事務所に地
区MFJ事務局を置き、MFJの各種公認・承認競技会の
一部運営を行い全般の管理（カレンダー、ランキング、
主催者資格、大会申請窓口）を行う。また、地区内の
施設や公認クラブの確保を図るとともに、競技者や競
技役員、指導者の養成に協力を行う。
第７　広報活動の推進

　情報発信機能の強化を更に進め、当協会の組織及び
活動に対する理解と協会活動に有意義となる意識の高

揚を図る。
１　ホームページによる最新情報の発信
　　ウェブ担当者会議を定

期的に開催し、逐次ホー
ムページの検討改善を行
う。

⑴　社会への情報発信
　　ニュースリリースの配

信はタイムリーに・安価に・幅広く、発信を行い、
訴求拡大に繋げる。

⑵　ユーザーへの情報発信
　　「グッド・マナー JAPANRIDERS」をスタート、

それをインターネットの
専用サイトなどを通じラ
イダーのマナーアップを
図る。

⑶　販売店への情報発信
　　タイムリーに、効率良

く情報の発信・収集を行い、販売店の業界参画意識
を高める。

⑷　マスコミ関係者と連携した取り組み
　ア　マスコミ関係者へメール配信の頻度を増やし、

波及効果に繋げる。
　イ　マスコミとの情報交換会を実施、業界の問題・

課題を共有する。
２　パンフレット、ポスター、チラシ等の作成、配布
　　当協会の業務内容を分かりやすく紹介したパンフ

レット、チラシ等を作成、配布する。
３　日本二普協ニュースの発行
　　協会の活動内容についての周知を図るとともに理

解を得るため、日本二普協ニュースを定期的に発行
する。

　任期満了に伴い、次の方々が役員に選任されました。（敬称略）
会　　長　－　福井 威夫
専務理事　－　佐藤 　忍
常務理事　－　太田 昭雄
理　　事　－　加藤 千明、木村 　稔、濱本 英信、寺西 　猛、井田 博雄、奥村 浩二、池本 憲治、
　　　　　　　原 淳一郎、太田 博喜、戸澤 秀実、塩田 　透、松本 治男、鯉渕 三夫、三澤 禎人
監　　事　－　品田 信夫、木内 正明、石黒 芳紀、山内 　秀
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●富山県指導員レベルアップ研修会の実施（指導員体

制の均質化、高度化に向けて）

 ４月６日(日)、富山県二輪車普及安全協会（奥村会長）
は二輪車安全運転推進委員会（池畑委員長）の協力を
頂き、運転免許センターにおいて、Gミーティングの
より一層の充実を図るため、本部講師２名派遣（上田、
佐藤講師）のもと、特別指導員13名、指導員７名、計
20名に対して研修会を実施しました。
　指導員の心構え、立振る舞いやGミーティング指導
員マニュアルに基づく基本的事項を確認するととも
に、実技ではロールプレイングを通して、「静的実技」

「ブレーキ：全制動、フロント、リア、フルロック等」
「バランス：パイロンスラローム、千鳥等」「コーナリ
ング：フォーム、先導方法等」を行い、指導員のスキ
ルアップを図りました。
　富山県では、Gミーティングを年２回開催していま
したが、関係者の要望を受けて本年は６回（内レディ
ス１回）と開催を拡充。併せて、G防犯登録加入の積
極的な推進を行い、ライダーの安全・車の安全確保を
受講者にアピールしていくこととしています。
●愛媛県二普協　二輪車シミュレーター指導員研修会

の実施

　４月19日(土)、愛媛県二輪車普及安全協会（細谷会
長）は、県内交通死亡事故削減を目的として地域安全
講習会を実施するにあたり、二輪車シミュレーターを
活用した県内指導員研修会を企画、開催しました。
　高齢者社会となり高齢者の交通死亡事故が増加して
いる昨今、高齢者への交通安全教育は官民一体となっ
て取り組む必要があります。県警察、交通安全協会等
関係者の協力のもと、警察官２名、地区安全協会員７

研
修
会
の
様
子
（
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県
）
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名、愛媛県特別指導員11名など常日頃から安全運転講
習会等に携わっている20名に対して研修会を実施しま
した。
　当日は二輪車シミュレーター講師育成研修と、実車
を使用した特別指導員研修との二部構成で行い、二輪
車シミュレーター講師育成研修ではロールプレイング
等を通じて講師の育成を行いました。
　従来の講習会と比べ、二輪車シミュレーターを使用
した場合では、実車では理解しづらい「人」「自転車」

「四輪車」からの目線を体験できる、高齢者が講習会
場までバイク移動することによる危険を無くすことが
できる、場所を選ばずに講習会を行うことができる等
といったメリットが挙げられ、高齢者講習にも非常に
適しています。育成講習会の受講者からも「大変良い
やり方。場数を踏んで早く一人前の講師になりたい」
などとご好評を頂き、今後も二輪車シミュレーター講
師の育成とその先の講習会の普及に尽力していきます。

で高齢者を対象とした安全運転講習会を企画・開催し
ました。
　昨年平成25年中の原付以上運転者による交通死亡事
故件数において、高齢者は最も高い数値を記録してお
り、高齢者に向けて安全運転の啓発活動に早急に取り
組む必要がありました。

●鹿児島県二普協　高齢者対象グッドライダーミーテ

ィングの開催

　拡大している女性対象の講習会の外に、新たな試み
として５月25日(日)に鹿児島県日置市体育館の駐車場
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県
）
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　当日は天気も良く、65歳以上の女性が12名、男性が
1名の計13名の参加、受講者全員が、原付運転経験10
年以上のベテランのとなりました。グループを二つに
分けてカリキュラムを行い、怪我も無く無事に基本操
作の確認、安全運転への意識の向上を図ることができ
ました。
　回収したアンケートによると、参加する理由として
は「安全に乗り続けるため」「運転の基本操作や知識
を学びたい」が100％を占め、普段の生活の足として
今後も安全に乗り続けたいという意識が伺えました。
　参加人員の確保、カリキュラムの長さ等課題も見つ

かりましたが、「丁寧に教わることができた」と受講者
からも好評を頂き、今後四国にて開催が計画されてい
る高齢者講習会に繋がる大きな一歩となりました。

　二輪車関連８団体（全国オートバイ協同組合連合
会、日本二輪車普及安全協会、日本自動車輸入組合、
日本自動車部品工業会、日本二輪車オークション協会、

全国二輪車用品連合会、中古二輪車流通協会、日本自
動車工業会）及び地方自治体（三重県、鈴鹿市、静岡県、
浜松市、熊本県）の協働による二輪車産業の成長戦略

「二輪車産業政策ロードマップ」が策定されました。
　このロードマップは、日本の優れた二輪車モビリテ
ィを世界中に提供し、生活の質の向上と社会・経済の
発展に寄与することで、わが国の二輪車産業を健全に
発展させ、将来的な成長を目指したものです。

乗車姿勢の確認 パイロンスラローム
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　グローバル市場においては“持続的成長”を、国内
市場においては“復活・復権”をテーマとして掲げ、
2020年をゴールに「グローバル市場では２台に１台を
ジャパン・ブランドに」、「国内市場では新車販売台数
100万台」を目標としています。
　この目標については、昨年、経済産業省の支援を得て
発足した官民一体による会議体「BIKE LOVE FORUM」

（略称：BLF）で議論を行い、目標設定や課題の整理、
実行施策及び展開イメージを共有しています。
　「二輪車産業政策ロードマップ」の概要は次のとお
りです。
１）2020年をゴールとする目標イメージ
　グローバル市場においては世界のバイクの２台に１
台をジャパン・ブランドに、国内市場においては新車
販売100万台及びマナーアップ。
２）二輪車市場別の政策課題と展開イメージ
⑴　グローバル市場対策
　①　通商産業政策の取組み（新興国）
　②　知的財産権の保護（新興国）
　③　交通安全の取組み
　④　国際基準調和の推進
⑵　国内市場対策
　①　安全・安心な二輪車利用環境の醸成
　②　社会との共生実現
　③　社会基盤の整備
　④　免許制度の見直し
　⑤　快適・楽しさの訴求

　一般社団法人日本二輪車普及安全協会は、二輪車関
連団体、地方自治体及び経済産業省の15団体ととも
に、８月22日に静岡・浜松市で「第２回 BIKE LOVE 
FORUM（BLF）in 浜松」を開催します。
　５月に策定した「二輪車産業政策ロードマップ」の
共通目標の実現を目指し、具体的な取り組みの紹介や
バイク業界が飛躍的に躍進するための起爆剤を追求す
る議論を行うとともに、二輪車業界とシナジーを創り
出す方々と社会とバイクの共生や若者・新規層との共
感作りをテーマに意見交換を行う計画です。

　一般社団法人日本二輪車普及安全協会は、一般社団
法人日本自動車工業会と共催で、８月21日に静岡・浜
松市の浜松駅前広場・浜松市ギャラリーモール「ソラ
モ」で「浜松バイクまつり～バイクの日スマイル・オ
ン2014～」を開催します。
　「バイクと私」と題する鈴木・浜松市長とのテーマ
トーク、トライアルデモンストレーション、浜松中央
署による「交通安全教室」、ご当地アイドルステージ
などが実施されます。

編　集　後　記
　平成26年度の定時総会は、滞りなく終了するこ
とが出来ました。御出席頂きました皆様に心より
御礼申し上げます。
　平成25年10月1日に組織統合し、一般社団法人
日本二輪車普及安全協会として初めての総会を無
事に終えることが出来ました。
　この平成26年度を真の新たな1歩と捉え、二輪
車ユーザーがより安全で快適なバイクライフを過
ごせる社会を目指し取組んで参りますので、引続
き皆様の強力な御支援御協力をどうぞよろしくお
願い致します。
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　二輪車盗難件数、前年同期比12.9％減
―被害回復率45.0％、20県で回復率アップ―

盗難認知／被害回復状況（平成26年６月末／警察庁資料）　 （一社）日本二輪車普及安全協会
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グッドライダー防犯登録、出荷台数比68.5％
―保有台数比22.4％、地域間格差の解消が課題―

（一社）日本二輪車普及安全協会
（平成26年６月末）
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６月末の交通事故死、前年同期比79人減
―二輪車乗車中は25人減―

（平成26年６月末／警察庁資料）　
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